
ＮＩＥ実践報告 

 

１．タイトル：                                        

 

２．学校名 

 

３．実践者名（代表者名） 

 

４．学年 

 

５．教科・領域名および受講児童・生徒数 

 

６．単元（本時の学習課題）名 

 

７．目標(狙い) 

 

８．評価の視点 

 

９．年間指導計画における本単元の位置づけと時数 

（または、単元展開および時数と本時の位置づけ） 

 

10．単元（本時）の学習展開（含む時数）と留意点 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

11．児童・生徒の反応、感想・意見 

 

 

 

12．成果と課題 

 

 

Administrator
タイプライターテキスト


	TextField2: （全校で取り組んできた成果としては）・自ら新聞を読もうとする児童が、少しずつ増えてきた。・高学年では、様々な情報を取捨選択し、自分なりの意見をまとめられるようになった。（これからの課題としては）・新聞記事が全体の共有財産になるためには、学習計画の系統性を進める必要がある。・新聞記事を通して学校で学んだことを家庭に持ち帰り、継続的な取り組みにしたい。
	TextField2: ・亡くなった方の家族に話を聞くことはとてもつらいことだけど、聞き出さなければ記事にならないのだと分　かった。記事というのは奥が深い。・新聞を見ると、知らないことやテレビで見逃したことが分かるし、子　どもから大人まで見られるような工夫をしていることが分かった。
	TextField2: 【学習展開】１日常の生活を振り返る。　・新聞を読んでいるか。２新聞記者の仕事を知る。　・仕事道具を見る。・記者の一日の活動を知る。・取材の内容や方法を知る。３新聞記事に込められている思いを感じ取る。　・なぜ記事を書くのか。・何を伝えたいのか。４新聞記事の読み方について考える。【留意点】１生活の中にある新聞との関わりを振り返ることができるようにする。２記事を書くことの苦労や方法等を知り、身近に感じることにより、そこまでして伝えようとする記者の気持　ちについて知ろうとする意欲が高まるようにする。３事実を伝えようとした動機、それを書くための努力などを知り、使命感を持った記者の思いが共感的に理解　できるようにする。４本時の学習を振り返り、より深い新聞記事の読み方をしようとする気持ちを高める。
	TextField2: 新聞記者をゲストティーチャーにお迎えして（総合的な学習の時間）（2時間扱い）
	TextField2: ・送り手の心の有り様による記事文の変化に気づいているか。・発信には、伝えたい・知らせたいという強い思いがあることを感じ取れたか。
	TextField2: 記事の中にある送り手の思いを、感じ取ることができるようにする。
	TextField2: 　新聞記者に聞く
	TextField2: 国語科・生活科・総合的な学習の時間等　　421名
	TextField2: 　取り組みは全学年（紹介は5学年）
	TextField2: 　橋本　慶一
	TextField2: 徳島県阿南市立平島小学校
	TextField1: 　全校で楽しく取り組むNIE ―ふれる、親しむ、活用する－ 



